
「
米
百
俵
」の
精
神
が
息
づ
く
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

水
田
開
発
と
用
水
安
定
確
保
の
歴
史

│
ま
ず
、
は
じ
め
に
、
佐
々
木
所
長
に
、
今
回
、
探
訪

さ
せ
て
い
た
だ
く
受
益
地
の
歴
史
や
概
要
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
々
木
所
長
は
、
東
北
農
政
局
か
ら
新
潟
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
地
域
の
農
業
の
特
徴
や
産
業
の
現

状
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

東
北
農
政
局
以
外
の
国
営
事
業
所
で
勤
務
す
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
も
の

に
触
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
本
地
区
を

含
む
長
岡
地
域
は
信
濃
川
中
流
部
、
新
潟
平
野
の
入
り
口

部
に
当
た
り
ま
す
。
地
形
的
に
は
、
信
濃
川
の
左
右
岸
に

沿
っ
て
丘
陵
地
に
挟
ま
れ
る
形
で
低
平
地
が
展
開
し
、
主

に
こ
の
低
平
地
で
新
田
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
田
開

発
は
ま
ず
、
用
水
の
確
保
か
ら
は
じ
ま
り
、
右
岸
地
域
で

は
江
戸
時
代
初
期
に
、
信
濃
川
右
岸
に
堰
を
設
け
取
水
す

る
福
島
江
が
開
削
さ
れ
、
現
在
で
は
七
千
ha
の
水
田
を
潤

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
左
岸
地
域
は
、
早
い
も
の
で
は
同

時
代
に
信
濃
川
支
流
か
ら
取
水
す
る
用
水
路
が
一
部
開
削

さ
れ
た
も
の
の
、
信
濃
川
は
暴
れ
川
で
本
川
か
ら
の
用
水

の
安
定
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
幾
度
と
な
く
水
争

い
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
用
水
問
題
は

昭
和
に
な
っ
て
国
営
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
よ
う
や
く
解

決
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
大
河
川
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
平
野
部
の
水
利
開
発
は
、
先
人
の
熱
意
と
優
れ
た

農
業
土
木
技
術
に
よ
り
築
か
れ
、
幾
多
の
災
害
を
乗
り
越

え
て
き
た
も
の
を
現
在
、
我
々
が
繋
ぐ
仕
事
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
長
岡
地
域
の
気
候
は
、
梅
雨
期
か
ら
夏
期
に
か
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河積拡大に伴う水位低下対策と河川との
兼用水路分離による水利システムの再編

　新潟県長岡市及び小千谷市にまたがる約4千5百haの水田地帯において、信濃川に設置された
頭首工に直結する幹線用水路が1級河川との兼用となっており、農業用水の安定供給に支障を来
している。この課題を解決すべく、新たに2.6kmのトンネルを建設する工事が実施されており、
今回、本プロジェクトの責任者である北陸農政局信濃川左岸流域農業水利事業所の佐々木俊幸所
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国営事業地区探訪

け
て
降
水
量
が
多
く
、
ま
た
、
冬
期
は
季
節
風
が
強
く
降

雪
量
が
多
い
日
本
海
型
気
候
を
呈
し
て
お
り
、
本
地
域
の

東
部
、
南
部
の
山
間
部
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
か
つ
て
あ
っ
た
二
十
村
郷
（
長

岡
市
旧
山
古
志
村
、
旧
川
口
町
及
び
小
千
谷
市
）
は
、
錦

鯉
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
雪
の
恵
み
を
活
か
し
た
稲
作
・
養
鯉
シ
ス
テ
ム
」
が

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
稲
作
に
お
い
て
は
、

豊
富
な
雪
解
け
水
と
山
間
地
の
寒
暖
差
を
活
か
し
て
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
引
き
合
い
の
強
い
米
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
岡
市
の
代
表
的
な
産
業
は
、
工
作
機
械
を
は
じ
め
と

す
る
製
造
業
で
、
明
治
の
中
頃
に
始
ま
っ
た
東
山
地
域
の

油
田
開
発
が
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
油
田
開
発
の
拡
大

に
伴
い
、
掘
削
機
械
や
部
品
な
ど
の
生
産
も
増
え
ま
し
た

が
油
田
の
枯
渇
に
よ
り
、
こ
れ
ら
製
品
の
需
要
が
激
減
し

た
た
め
、
油
田
に
頼
ら
な
い
鉄
工
・
機
器
の
生
産
に
切
り

替
え
、
近
年
で
は
電
気
・
電
子
機
器
や
液
晶
・
半
導
体
な

ど
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。
農
業
に
身
近
な
も
の
と
し
て
は
、

酒
蔵
数
日
本
一
を
誇
る
新
潟
県
に
あ
っ
て
長
岡
市
だ
け
で

も
一
六
も
の
酒
蔵
が
あ
り
県
内
随
一
の
酒
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

│
こ
こ
長
岡
市
は
、
司
馬
遼
太
郎
の「
峠
」の
河
井
継
之

助
、
山
本
五
十
六
な
ど
類
ま
れ
な
逸
材
を
多
く
輩
出
し
て

い
る
地
域
で
す
。
ま
た
、米
百
俵
の
逸
話
も
あ
り
ま
す
。
所

長
が
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
話
を
、是
非
ご
披
露
下
さ
い
。

佐
々
木　

長
岡
地
域
の
信
濃
川
右
岸
下
流
部
に
は
、
か
つ

て
八
丁
沖
と
呼
ば
れ
る
低
湿
地
帯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

正
時
代
以
降
の
排
水
河
川
の
下
流
へ
の
延
長
工
事
や
用
排

水
改
良
工
事
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
で
は
大
区
画
に
整
備

さ
れ
た
広
大
な
水
田
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
北
越
戊
辰

戦
争
で
は
、
こ
の
湿
地
帯
を

舞
台
に
河
合
継
之
助
が
泥
水

を
掻
き
分
け
渡
る
奇
襲
作
戦

に
よ
り
新
政
府
軍
か
ら
長
岡

城
を
奪
還
し
ま
し
た
。

　

長
岡
城
の
本
丸
跡
は
、
現

在
、
長
岡
駅
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
河
合
継
之
助
記
念
館
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
数
分

の
距
離
に
山
本
五
十
六
記
念

館
と
生
家
（
復
元
）
が
あ
り
、

全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
車
で
少
し

足
を
伸
ば
せ
ば
、
八
丁
沖
古
戦
場
パ
ー
ク
、
北
越
戊
辰
戦

争
伝
承
記
念
館
、小
千
谷
市
妙
見
堰
の
左
岸
側
に
は
「
峠
」

の
文
学
碑
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
単
身
赴
任
で
有
り
余
る

時
間
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

米
百
俵
の
精
神
は
、
戊
辰
戦
争
で
敗
戦
し
人
々
の
生
活

が
困
窮
・
逼
迫
す
る
中
、
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
を
最

優
先
と
し
た
理
念
で
あ
り
、
現
在
で
も
長
岡
市
の
教
育
、

産
業
等
の
基
軸
と
し
て
幅
広
く
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

国
営
水
利
シ
ス
テ
ム
再
編
事
業
の
第
一
号
地
区

│
興
味
深
い
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、

本
題
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
実
施
中
の
国
営
事

業
に
至
る
ま
で
の
土
地
改
良
の
歴
史
と
、こ
れ
ま
で
の
整
備

が
地
域
農
業
に
与
え
た
恩
恵
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

現
在
の
小
千
谷
頭
首
工
を
核
と
す
る
農
業
水
利

シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
二
十
一
年
度
か
ら
昭
和
三
十
九
年
度

に
実
施
さ
れ
た
国
営
事
業
に
よ
り
築
か
れ
た
も
の
で
、
こ

の
国
営
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
用
水
不
足
が
解
消
さ
れ
、

社
会
問
題
ま
で
発
展
し
た
水
争
い
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
ほ
場
の
区
画
は
一
〇
a
区
画
に
は
整
備
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
大
型
機
械
の
導
入
や
汎
用
化
の
た
め
、
昭
和

四
十
九
年
度
か
ら
末
端
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
併
せ
た
ほ

場
整
備
事
業
に
着
手
し
、
整
備
率
は
県
平
均
を
大
き
く
上

回
る
八
五
%
に
達
し
ま
し
た
。
用
排
分
離
に
よ
る
用
水
量

の
増
を
伴
う
ほ
場
整
備
を
可
能
と
し
た
の
は
、
国
営
事
業

に
よ
り
農
業
水
利
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
事
業
と
並
行
し
て
、
国
営

一
期
事
業
の
老
朽
化
施
設
の
改
修
と
、
水
需
要
の
変
化
に

対
応
す
る
用
水
の
合
理
的
配
分
を
目
的
と
し
た
国
営
二
期

事
業
が
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
に
実
施
さ
れ
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「
米
百
俵
」の
精
神
が
息
づ
く
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

水
田
開
発
と
用
水
安
定
確
保
の
歴
史

│
ま
ず
、
は
じ
め
に
、
佐
々
木
所
長
に
、
今
回
、
探
訪

さ
せ
て
い
た
だ
く
受
益
地
の
歴
史
や
概
要
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
々
木
所
長
は
、
東
北
農
政
局
か
ら
新
潟
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
地
域
の
農
業
の
特
徴
や
産
業
の
現

状
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

東
北
農
政
局
以
外
の
国
営
事
業
所
で
勤
務
す
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
も
の

に
触
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
本
地
区
を

含
む
長
岡
地
域
は
信
濃
川
中
流
部
、
新
潟
平
野
の
入
り
口

部
に
当
た
り
ま
す
。
地
形
的
に
は
、
信
濃
川
の
左
右
岸
に

沿
っ
て
丘
陵
地
に
挟
ま
れ
る
形
で
低
平
地
が
展
開
し
、
主

に
こ
の
低
平
地
で
新
田
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
田
開

発
は
ま
ず
、
用
水
の
確
保
か
ら
は
じ
ま
り
、
右
岸
地
域
で

は
江
戸
時
代
初
期
に
、
信
濃
川
右
岸
に
堰
を
設
け
取
水
す

る
福
島
江
が
開
削
さ
れ
、
現
在
で
は
七
千
ha
の
水
田
を
潤

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
左
岸
地
域
は
、
早
い
も
の
で
は
同

時
代
に
信
濃
川
支
流
か
ら
取
水
す
る
用
水
路
が
一
部
開
削

さ
れ
た
も
の
の
、
信
濃
川
は
暴
れ
川
で
本
川
か
ら
の
用
水

の
安
定
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
幾
度
と
な
く
水
争

い
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
用
水
問
題
は

昭
和
に
な
っ
て
国
営
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
よ
う
や
く
解

決
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
大
河
川
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
平
野
部
の
水
利
開
発
は
、
先
人
の
熱
意
と
優
れ
た

農
業
土
木
技
術
に
よ
り
築
か
れ
、
幾
多
の
災
害
を
乗
り
越

え
て
き
た
も
の
を
現
在
、
我
々
が
繋
ぐ
仕
事
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
長
岡
地
域
の
気
候
は
、
梅
雨
期
か
ら
夏
期
に
か

国営事業地区探訪

河積拡大に伴う水位低下対策と河川との
兼用水路分離による水利システムの再編

　新潟県長岡市及び小千谷市にまたがる約4千5百haの水田地帯において、信濃川に設置された
頭首工に直結する幹線用水路が1級河川との兼用となっており、農業用水の安定供給に支障を来
している。この課題を解決すべく、新たに2.6kmのトンネルを建設する工事が実施されており、
今回、本プロジェクトの責任者である北陸農政局信濃川左岸流域農業水利事業所の佐々木俊幸所
長と信濃川左岸シールド作業所の現場代理人である㈱熊谷組の遠藤建史所長にお話を伺った。

国営事業地区探訪

け
て
降
水
量
が
多
く
、
ま
た
、
冬
期
は
季
節
風
が
強
く
降

雪
量
が
多
い
日
本
海
型
気
候
を
呈
し
て
お
り
、
本
地
域
の

東
部
、
南
部
の
山
間
部
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
か
つ
て
あ
っ
た
二
十
村
郷
（
長

岡
市
旧
山
古
志
村
、
旧
川
口
町
及
び
小
千
谷
市
）
は
、
錦

鯉
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
雪
の
恵
み
を
活
か
し
た
稲
作
・
養
鯉
シ
ス
テ
ム
」
が

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
稲
作
に
お
い
て
は
、

豊
富
な
雪
解
け
水
と
山
間
地
の
寒
暖
差
を
活
か
し
て
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
引
き
合
い
の
強
い
米
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
岡
市
の
代
表
的
な
産
業
は
、
工
作
機
械
を
は
じ
め
と

す
る
製
造
業
で
、
明
治
の
中
頃
に
始
ま
っ
た
東
山
地
域
の

油
田
開
発
が
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
油
田
開
発
の
拡
大

に
伴
い
、
掘
削
機
械
や
部
品
な
ど
の
生
産
も
増
え
ま
し
た

が
油
田
の
枯
渇
に
よ
り
、
こ
れ
ら
製
品
の
需
要
が
激
減
し

た
た
め
、
油
田
に
頼
ら
な
い
鉄
工
・
機
器
の
生
産
に
切
り

替
え
、
近
年
で
は
電
気
・
電
子
機
器
や
液
晶
・
半
導
体
な

ど
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。
農
業
に
身
近
な
も
の
と
し
て
は
、

酒
蔵
数
日
本
一
を
誇
る
新
潟
県
に
あ
っ
て
長
岡
市
だ
け
で

も
一
六
も
の
酒
蔵
が
あ
り
県
内
随
一
の
酒
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

│
こ
こ
長
岡
市
は
、
司
馬
遼
太
郎
の「
峠
」の
河
井
継
之

助
、
山
本
五
十
六
な
ど
類
ま
れ
な
逸
材
を
多
く
輩
出
し
て

い
る
地
域
で
す
。
ま
た
、米
百
俵
の
逸
話
も
あ
り
ま
す
。
所

長
が
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
話
を
、是
非
ご
披
露
下
さ
い
。

佐
々
木　

長
岡
地
域
の
信
濃
川
右
岸
下
流
部
に
は
、
か
つ

て
八
丁
沖
と
呼
ば
れ
る
低
湿
地
帯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

正
時
代
以
降
の
排
水
河
川
の
下
流
へ
の
延
長
工
事
や
用
排

水
改
良
工
事
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
で
は
大
区
画
に
整
備

さ
れ
た
広
大
な
水
田
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
北
越
戊
辰

戦
争
で
は
、
こ
の
湿
地
帯
を

舞
台
に
河
合
継
之
助
が
泥
水

を
掻
き
分
け
渡
る
奇
襲
作
戦

に
よ
り
新
政
府
軍
か
ら
長
岡

城
を
奪
還
し
ま
し
た
。

　

長
岡
城
の
本
丸
跡
は
、
現

在
、
長
岡
駅
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
河
合
継
之
助
記
念
館
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
数
分

の
距
離
に
山
本
五
十
六
記
念

館
と
生
家
（
復
元
）
が
あ
り
、

全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
車
で
少
し

足
を
伸
ば
せ
ば
、
八
丁
沖
古
戦
場
パ
ー
ク
、
北
越
戊
辰
戦

争
伝
承
記
念
館
、小
千
谷
市
妙
見
堰
の
左
岸
側
に
は
「
峠
」

の
文
学
碑
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
単
身
赴
任
で
有
り
余
る

時
間
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

米
百
俵
の
精
神
は
、
戊
辰
戦
争
で
敗
戦
し
人
々
の
生
活

が
困
窮
・
逼
迫
す
る
中
、
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
を
最

優
先
と
し
た
理
念
で
あ
り
、
現
在
で
も
長
岡
市
の
教
育
、

産
業
等
の
基
軸
と
し
て
幅
広
く
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

国
営
水
利
シ
ス
テ
ム
再
編
事
業
の
第
一
号
地
区

│
興
味
深
い
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、

本
題
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
実
施
中
の
国
営
事

業
に
至
る
ま
で
の
土
地
改
良
の
歴
史
と
、こ
れ
ま
で
の
整
備

が
地
域
農
業
に
与
え
た
恩
恵
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

現
在
の
小
千
谷
頭
首
工
を
核
と
す
る
農
業
水
利

シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
二
十
一
年
度
か
ら
昭
和
三
十
九
年
度

に
実
施
さ
れ
た
国
営
事
業
に
よ
り
築
か
れ
た
も
の
で
、
こ

の
国
営
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
用
水
不
足
が
解
消
さ
れ
、

社
会
問
題
ま
で
発
展
し
た
水
争
い
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
ほ
場
の
区
画
は
一
〇
a
区
画
に
は
整
備
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
大
型
機
械
の
導
入
や
汎
用
化
の
た
め
、
昭
和

四
十
九
年
度
か
ら
末
端
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
併
せ
た
ほ

場
整
備
事
業
に
着
手
し
、
整
備
率
は
県
平
均
を
大
き
く
上

回
る
八
五
%
に
達
し
ま
し
た
。
用
排
分
離
に
よ
る
用
水
量

の
増
を
伴
う
ほ
場
整
備
を
可
能
と
し
た
の
は
、
国
営
事
業

に
よ
り
農
業
水
利
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
事
業
と
並
行
し
て
、
国
営

一
期
事
業
の
老
朽
化
施
設
の
改
修
と
、
水
需
要
の
変
化
に

対
応
す
る
用
水
の
合
理
的
配
分
を
目
的
と
し
た
国
営
二
期

事
業
が
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
に
実
施
さ
れ

事業概要
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ま
し
た
。

│
次
に
、
事
業
目
的
に
つ
い
て
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。

老
朽
化
対
策
や
合
理
化
と
言
う
前
回
と
は
異
な
り
、
農
業

用
水
の
取
水
の
安
定
性
等
に
重
大
な
課
題
が
あ
っ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
こ
の
国
営
事
業
が
着
工
す
る
に
至
っ

た
地
域
の
課
題
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　

老
朽
化
を
除
く
根
本
的
な
課
題
と
し
て
は
、
二

点
あ
り
ま
す
。
一
点
目
は
、
小
千
谷
頭
首
工
に
つ
い
て
、

本
頭
首
工
は
取
水
堰
を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
取
水
位
は

自
然
の
河
川
水
位
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
十
年
で

頭
首
工
付
近
の
河
積
が
約
四
割
拡
大
し
、
所
定
の
取
水
量

確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
点
目
は
、

頭
首
工
に
直
結
し
て
い
る
一
号
幹
線
用
水
路
に
つ
い

て
、
本
用
水
路
は
頭
首
工
で
取
水
後
、
途
中
で
一
級

河
川
茶
郷
川
に
注
水
・
流
下
さ
せ
、
約
二
㎞ 
下
流
で

再
度
取
水
し
二
号
幹
線
用
水
路
に
流
下
さ
せ
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
二
箇
所
で
の
取
水

量
管
理
が
必
要
と
な
り
、
取
水
ロ
ス
が
大
き
く
管
理

が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
茶
郷
川
の
洪
水
時
は
、

洪
水
を
優
先
し
て
流
下
さ
せ
る
必
要
か
ら
農
業
用
水

の
送
水
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

│
な
る
ほ
ど
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
さ
て
、
本
地

区
は
、
平
成
二
十
七
年
に
制
度
化
さ
れ
た
国
営
水
利

シ
ス
テ
ム
再
編
事
業
の
第
一
号
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

今
回
実
施
す
る
国
営
三
期
業
で
は
、
一
点

目
の
河
積
拡
大
の
課
題
に
対
し
て
は
小
千
谷
頭
首
工

の
取
水
口
の
盤
下
げ
、
二
点
目
の
河
川
と
の
兼
用
の

課
題
に
対
し
て
は
一
号
幹
線
用
水
路
を
茶
郷
川
と
分

離
す
る
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
新
設
、
ま
た
、
併
せ
て
末

端
の
用
水
不
足
に
対
応
す
る
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等

の
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
茶
郷

川
と
の
分
離
及
び
水
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
農
業

用
施
設
の
再
編
に
よ
る
需
要
主
導
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
性
の
向
上
と
農
地
の
集
積
の
促
進

等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
新
規
制
度
の
要
件
に

適
合
す
る
こ
と
か
ら
採
択
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

茶
郷
川
の
課
題
へ
の
対
策
を
見
直
し
た
時
期
が
制
度
創
設

と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
第
一
号
の
適
用
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

│
こ
の
国
営
事
業
の
重
要
性
や
特
徴
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
で
は
最
後
に
、
本
地
区
に
お
け
る
最
大
に
し
て

最
重
要
な
工
事
で
あ
る
「
一
号
幹
線
用
水
路
一
号
ト
ン
ネ

ル
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

本
工
事
は
河
川
と
の
兼
用
の
課
題
を
抜
本
的

に
解
決
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
工
事
費
は
総
事
業
費

の
約
五
割
を
占
め
、
目
的
・
規
模
と
も
事
業
の
根
幹
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
市
街
地
を
約
二
・
六
㎞ 
に
わ
た

り
掘
削
す
る
に
は
地
域
の
理
解
な
し
で
進
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
遠
藤
所
長
と
共
同
で
シ
ー
ル
ド
発
進
前
に
、
周

辺
住
民
、
改
良
区
等
関
係
機
関
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
見

学
会
の
開
催
、
さ
ら
に
工
事
の
進
捗
状
況
・
予
定
等
の
チ1 号トンネルの新設による茶郷川との分離

河川水位：渇水位
計画取水位：かんがい期間中の10年
確率の渇水位（昭和52年の渇水位）

頭首工地点の河川断面

国営事業地区探訪

ラ
シ
を
定
期
的
に
周
辺
住
民
に
配
布
す
る
な
ど
情
報
発
信

に
努
め
理
解
を
得
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
国
営
事
業
が
既
存
施
設
の
補
修
・
改
修
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
部

の
見
学
を
希
望
す
る
者
も
多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
共
同

で
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

│
ま
た
、
こ
の
工
事
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
会
員
が

日
頃
か
ら
要
望
し
て
い
る
大
ロ
ッ
ト
工
事
で
す
。
し
か
も
、

五
か
年
国
債
工
事
。
こ
の
工
事
規
模
で
発
注
す
る
こ
と
に

至
っ
た
理
由
や
必
然
性
、
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　

本
用
水
路
は
、
茶
郷
川
か
ら
分
離
さ
せ
る
た
め
、

新
設
路
線
と
し
、
水
路
延
長
、
地
上
権
設
定
及
び
立
坑
深

さ
等
か
ら
複
数
の
路
線
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
・
決
定
し

た
も
の
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
縦
断
計
画
に
つ
い
て
は
、
流

域
下
水
道
等
の
地
下
埋
設
物
及
び
工
学
的
基
盤
面
と
の
離

隔
の
確
保
等
か
ら
決
定
し
、
発
進
・
到
達
立
坑
の
深
さ
は

そ
れ
ぞ
れ
、
一
三
m
、
三
二
m
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
、
立
坑
規
模
の
施
工
に
は
五
〇
数
ヶ
月

を
要
す
る
こ
と
か
ら
五
ヶ
年
国
債
工
事
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

得
意
分
野
で
あ
る
シ
ー
ル
ド
工
事
を
通
じ
て
、

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
故
郷
に
貢
献

│
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
遠
藤
所
長
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
入
社
以
来
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ
て
き
た
の

で
す
か
。

遠
藤　

入
社
以
来
、
広
島
、
九
州
、
名
古
屋
の
各
支
店
に

お
い
て
、地
下
構
造
物
、山
岳
ト
ン
ネ
ル
、宅
地
造
成
、シ
ー

ル
ド
工
事
、
推
進
工
事
等
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

地
下
鉄
や
下
水
道
等
の
シ
ー
ル
ド
工
事
の
工
事
経
歴
が
多

く
、
私
の
得
意
分
野
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
関
東
局
大
井

川
用
水
事
業
の
幹
線
水
路
整
備
工
事
を
四
年
程
前
に
当
社

で
施
工
し
、
作
業
所
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
工
事
で
は
既
設
管
を
取
り
替
え
る
特
殊
な
推
進
工
事

が
あ
り
、
同
条
件
で
の
施
工
実
績
が
全
国
で
も
一
例
し
か

な
い
非
常
に
難
し
い
施
工
を
不
備
な
く
工
期
内
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
発
注
者
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
非

常
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
私
自
身
も
大
き
な
自
信
の

つ
い
た
印
象
に
残
る
工
事
で
し
た
。

│
こ
の
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
の
印
象

や
抱
負
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
工
上
の
留

意
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

私
は
新
潟
県
内
の
出
身
で
し
て
、
自
分
の
故
郷
で

県
内
の
農
業
者
の
た
め
の
工
事
に
従
事
で
き
る
こ
と
に
非

常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
得
意
分

野
と
す
る
シ
ー
ル
ド
工
事
で
あ
る
こ
と
に
も
縁
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
、
こ
の
工
事
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
よ
り
一

層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
約
五
年
の
長
期
の
工
事
で
あ
り
ま
す
が
、
全

体
工
程
が
非
常
に
厳
し
い
工
期
設
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
長
距
離
の
シ
ー
ル
ド
工
事
の
進
捗
が
全
体
工
程
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
現
場
条
件
の
大
き
な
特
徴
は
、

堅
固
な
シ
ル
ト
質
地
盤
の
二
・
六
㎞
に
及
ぶ
掘
進
と
、
路

線
周
辺
に
は
多
数
の
井
戸
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
確
実
な
掘
進
管
理
が
本
工
事
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
技
術
提
案
で
も
各
種
対
策
を
提
示
し
、
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
場
で
は
、
技
術
提
案
の
履

行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
元
請
職
員
の
経
験
を
基
と
し
た

シ
ー
ル
ド
掘
進
管
理
、
仮
設
備
の
計
画
や
維
持
管
理
を
確

実
に
行
い
、
安
定
し
た
工
事
の
進
捗
と
な
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
強
い
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
本
工

事
を
無
事
に
竣
工
さ
せ
、
予
定
し
て
い
る
通
水
時
期
を
厳

守
で
き
る
よ
う
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
の

施
工
管
理
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
感
染
防
止
対
策
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両
立
を
重
視

│
着
手
後
、
一
年
半
以
上
現
場
で
陣
頭
指
揮
を
取
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
も
加
わ
り
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
ご
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
訳
で
す
が
、
工
事
を
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ま
し
た
。

│
次
に
、
事
業
目
的
に
つ
い
て
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。

老
朽
化
対
策
や
合
理
化
と
言
う
前
回
と
は
異
な
り
、
農
業

用
水
の
取
水
の
安
定
性
等
に
重
大
な
課
題
が
あ
っ
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
こ
の
国
営
事
業
が
着
工
す
る
に
至
っ

た
地
域
の
課
題
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　

老
朽
化
を
除
く
根
本
的
な
課
題
と
し
て
は
、
二

点
あ
り
ま
す
。
一
点
目
は
、
小
千
谷
頭
首
工
に
つ
い
て
、

本
頭
首
工
は
取
水
堰
を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
取
水
位
は

自
然
の
河
川
水
位
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
十
年
で

頭
首
工
付
近
の
河
積
が
約
四
割
拡
大
し
、
所
定
の
取
水
量

確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
点
目
は
、

頭
首
工
に
直
結
し
て
い
る
一
号
幹
線
用
水
路
に
つ
い

て
、
本
用
水
路
は
頭
首
工
で
取
水
後
、
途
中
で
一
級

河
川
茶
郷
川
に
注
水
・
流
下
さ
せ
、
約
二
㎞ 
下
流
で

再
度
取
水
し
二
号
幹
線
用
水
路
に
流
下
さ
せ
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
二
箇
所
で
の
取
水

量
管
理
が
必
要
と
な
り
、
取
水
ロ
ス
が
大
き
く
管
理

が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
茶
郷
川
の
洪
水
時
は
、

洪
水
を
優
先
し
て
流
下
さ
せ
る
必
要
か
ら
農
業
用
水

の
送
水
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

│
な
る
ほ
ど
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
さ
て
、
本
地

区
は
、
平
成
二
十
七
年
に
制
度
化
さ
れ
た
国
営
水
利

シ
ス
テ
ム
再
編
事
業
の
第
一
号
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

今
回
実
施
す
る
国
営
三
期
業
で
は
、
一
点

目
の
河
積
拡
大
の
課
題
に
対
し
て
は
小
千
谷
頭
首
工

の
取
水
口
の
盤
下
げ
、
二
点
目
の
河
川
と
の
兼
用
の

課
題
に
対
し
て
は
一
号
幹
線
用
水
路
を
茶
郷
川
と
分

離
す
る
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
新
設
、
ま
た
、
併
せ
て
末

端
の
用
水
不
足
に
対
応
す
る
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等

の
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
茶
郷

川
と
の
分
離
及
び
水
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
農
業

用
施
設
の
再
編
に
よ
る
需
要
主
導
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
性
の
向
上
と
農
地
の
集
積
の
促
進

等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
新
規
制
度
の
要
件
に

適
合
す
る
こ
と
か
ら
採
択
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

茶
郷
川
の
課
題
へ
の
対
策
を
見
直
し
た
時
期
が
制
度
創
設

と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
第
一
号
の
適
用
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

│
こ
の
国
営
事
業
の
重
要
性
や
特
徴
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
で
は
最
後
に
、
本
地
区
に
お
け
る
最
大
に
し
て

最
重
要
な
工
事
で
あ
る
「
一
号
幹
線
用
水
路
一
号
ト
ン
ネ

ル
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

本
工
事
は
河
川
と
の
兼
用
の
課
題
を
抜
本
的

に
解
決
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
工
事
費
は
総
事
業
費

の
約
五
割
を
占
め
、
目
的
・
規
模
と
も
事
業
の
根
幹
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
市
街
地
を
約
二
・
六
㎞ 
に
わ
た

り
掘
削
す
る
に
は
地
域
の
理
解
な
し
で
進
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
遠
藤
所
長
と
共
同
で
シ
ー
ル
ド
発
進
前
に
、
周

辺
住
民
、
改
良
区
等
関
係
機
関
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
見

学
会
の
開
催
、
さ
ら
に
工
事
の
進
捗
状
況
・
予
定
等
の
チ1 号トンネルの新設による茶郷川との分離

河川水位：渇水位
計画取水位：かんがい期間中の10年
確率の渇水位（昭和52年の渇水位）

頭首工地点の河川断面

国営事業地区探訪

ラ
シ
を
定
期
的
に
周
辺
住
民
に
配
布
す
る
な
ど
情
報
発
信

に
努
め
理
解
を
得
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
国
営
事
業
が
既
存
施
設
の
補
修
・
改
修
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
部

の
見
学
を
希
望
す
る
者
も
多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
共
同

で
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

│
ま
た
、
こ
の
工
事
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
会
員
が

日
頃
か
ら
要
望
し
て
い
る
大
ロ
ッ
ト
工
事
で
す
。
し
か
も
、

五
か
年
国
債
工
事
。
こ
の
工
事
規
模
で
発
注
す
る
こ
と
に

至
っ
た
理
由
や
必
然
性
、
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　

本
用
水
路
は
、
茶
郷
川
か
ら
分
離
さ
せ
る
た
め
、

新
設
路
線
と
し
、
水
路
延
長
、
地
上
権
設
定
及
び
立
坑
深

さ
等
か
ら
複
数
の
路
線
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
・
決
定
し

た
も
の
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
縦
断
計
画
に
つ
い
て
は
、
流

域
下
水
道
等
の
地
下
埋
設
物
及
び
工
学
的
基
盤
面
と
の
離

隔
の
確
保
等
か
ら
決
定
し
、
発
進
・
到
達
立
坑
の
深
さ
は

そ
れ
ぞ
れ
、
一
三
m
、
三
二
m
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
、
立
坑
規
模
の
施
工
に
は
五
〇
数
ヶ
月

を
要
す
る
こ
と
か
ら
五
ヶ
年
国
債
工
事
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

得
意
分
野
で
あ
る
シ
ー
ル
ド
工
事
を
通
じ
て
、

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
故
郷
に
貢
献

│
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
遠
藤
所
長
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
入
社
以
来
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ
て
き
た
の

で
す
か
。

遠
藤　

入
社
以
来
、
広
島
、
九
州
、
名
古
屋
の
各
支
店
に

お
い
て
、地
下
構
造
物
、山
岳
ト
ン
ネ
ル
、宅
地
造
成
、シ
ー

ル
ド
工
事
、
推
進
工
事
等
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

地
下
鉄
や
下
水
道
等
の
シ
ー
ル
ド
工
事
の
工
事
経
歴
が
多

く
、
私
の
得
意
分
野
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
関
東
局
大
井

川
用
水
事
業
の
幹
線
水
路
整
備
工
事
を
四
年
程
前
に
当
社

で
施
工
し
、
作
業
所
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
工
事
で
は
既
設
管
を
取
り
替
え
る
特
殊
な
推
進
工
事

が
あ
り
、
同
条
件
で
の
施
工
実
績
が
全
国
で
も
一
例
し
か

な
い
非
常
に
難
し
い
施
工
を
不
備
な
く
工
期
内
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
発
注
者
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
非

常
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
私
自
身
も
大
き
な
自
信
の

つ
い
た
印
象
に
残
る
工
事
で
し
た
。

│
こ
の
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
の
印
象

や
抱
負
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
工
上
の
留

意
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

私
は
新
潟
県
内
の
出
身
で
し
て
、
自
分
の
故
郷
で

県
内
の
農
業
者
の
た
め
の
工
事
に
従
事
で
き
る
こ
と
に
非

常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
得
意
分

野
と
す
る
シ
ー
ル
ド
工
事
で
あ
る
こ
と
に
も
縁
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
、
こ
の
工
事
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
よ
り
一

層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
約
五
年
の
長
期
の
工
事
で
あ
り
ま
す
が
、
全

体
工
程
が
非
常
に
厳
し
い
工
期
設
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
長
距
離
の
シ
ー
ル
ド
工
事
の
進
捗
が
全
体
工
程
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
現
場
条
件
の
大
き
な
特
徴
は
、

堅
固
な
シ
ル
ト
質
地
盤
の
二
・
六
㎞
に
及
ぶ
掘
進
と
、
路

線
周
辺
に
は
多
数
の
井
戸
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
確
実
な
掘
進
管
理
が
本
工
事
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
技
術
提
案
で
も
各
種
対
策
を
提
示
し
、
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
場
で
は
、
技
術
提
案
の
履

行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
元
請
職
員
の
経
験
を
基
と
し
た

シ
ー
ル
ド
掘
進
管
理
、
仮
設
備
の
計
画
や
維
持
管
理
を
確

実
に
行
い
、
安
定
し
た
工
事
の
進
捗
と
な
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
強
い
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
本
工

事
を
無
事
に
竣
工
さ
せ
、
予
定
し
て
い
る
通
水
時
期
を
厳

守
で
き
る
よ
う
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
の

施
工
管
理
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
感
染
防
止
対
策
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両
立
を
重
視

│
着
手
後
、
一
年
半
以
上
現
場
で
陣
頭
指
揮
を
取
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
も
加
わ
り
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
ご
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
訳
で
す
が
、
工
事
を
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円
滑
に
進
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
技
術
の
活
用
、
工
夫

を
し
て
き
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

当
作
業
所
は
元
請
職
員
が
一
二
名
、
協
力
業
者
は

入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
す
が
、
着
工
し
て
か
ら
四
〇
社
以

上
の
専
門
工
事
業
者
の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。　

　

コ
ロ
ナ
渦
で
の
現
場
運
営
で
は
、
現
場
入
場
者
全
員
へ

の
毎
日
の
検
温
の
実
施
、
消
毒
の
徹
底
、
現
場
事
務
所
で

の
間
仕
切
り
の
設
置
、
換
気
の
徹
底
等
の
各
種
感
染
防
止

対
策
を
確
実
に
実
施
し
て
、
現
在
感
染
者
ゼ
ロ
で
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
朝
礼
や

作
業
所
の
打
合
せ
、
当
社
本
社
や
支
店
の
関
係
者
を
招
い

て
の
会
議
や
検
討
会
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
三
密
を
回
避

す
る
よ
う
に
配
慮
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
も
多
用
し
、

現
場
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
は
、
元
請
職
員
同
士
、
元

請
職
員
と
協
力
業
者
、
協
力
業
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
も
重
要
で
あ
り
、
朝
礼
を
施
工
箇
所
ご
と
に
行
っ
た
り
、

日
々
の
打
合
せ
を
少
人
数
・
短
時
間
で
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
際
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
「
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
」
を
導
入

し
、
打
合
せ
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
補
う

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懇
親
会
や
慰
労
会
に
つ

い
て
は
、
社
内
の
ル
ー
ル
や
地
域
の
感
染
者
の
増
減
を
よ

く
把
握
し
、
少
人
数
か
つ
現
場
事
務
所
内
で
行
う
よ
う
に

し
て
、
感
染
防
止
対
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立

で
き
る
よ
う
に
と
日
々
考
え
な
が
ら
、
今
ま
で
現
場
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

│
最
後
に
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
願

い
し
ま
す
。

遠
藤　

新
潟
県
内
で
当
工
事
の
よ
う
な
シ
ー
ル
ド
工
事
の

実
績
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
小
中

学
校
、
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
現
場
見
学
の
要
望
が
あ
り
、

シ
ー
ル
ド
発
進
前
の
シ
ー
ル
ド
機
の
見
学
会
や
シ
ー
ル
ド

坑
内
の
見
学
会
を
発
注
者
と
共
同
で
頻
繁
に
実
施
し
、
見

学
者
の
方
々
に
非
常
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
工
事

を
よ
り
高
い
品
質
で
よ
り
安
全
に
工
期
内
に
完
成
さ
せ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
関
係
者
の
方
々
に
工
事

に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
私
達
施
工

業
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
や
り
が
い
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
と
接
す
る
に
つ
れ
て
農

業
用
水
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
当
工
事
が
農
業
者
や

地
域
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
に
大
事
な
も
の
か

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い
工
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
無
事
に
工
事
を
完
成
さ
せ
、
少
し
で
も
地

域
農
業
の
発
展
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
竣
工
に
向
け
て
、
発
注
者
と
受
注
者
が
一
体
と
な

り
、
円
滑
に
工
事
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
発
注
者
の
方
々
に
は
、
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
利
シ
ス
テ
ム
の
再
編
を
更
な
る
生
産
性

及
び
作
物
選
択
自
由
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る

│
所
長
さ
ん
が
新
潟
県
の
ご
出
身
と
は
、
地
元
の
関
係

者
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一
で
工

事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事
の
完

成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

で
は
、
次
の
話
題
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
日
、
こ
ち
ら
の
国
営
事
業
所
で
発
行
さ
れ
て
い
る

「
三
古
の
水
だ
よ
り
」
を
拝
見
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、シ
リ
ー

ズ
で
受
益
者
の
農
業
経
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
受
益
地
内
の
農
業
経

営
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
拝
察
し
て
い
ま
す
。

地
元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
、
こ
の
国
営
事
業
を
契
機
と

し
た
将
来
像
を
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

本
事
業
の
水
利
再
編
に
よ
り
、
水
管
理
労
力
の

軽
減
、
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ
生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
で
は
大
規
模
園
芸
産
地
の
増
大

に
取
組
ん
で
お
り
、
本
地
域
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
あ
る
米
と
園
芸
の
両
建
て
を
目
指
し
、
地
方
財
政
も
考

慮
し
た
計
画
的
な
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
生
産
性
及
び
作
物
選
択
自
由
度
の
向
上
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
事
業
制
度
の
中
で
農
地
集
積
と
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高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が
誘
導
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
す
る
と
と
も
に
地
域

に
合
っ
た
現
実
的
な
営
農
計
画
の
策
定
と
実
践
、
工
事
進

捗
に
合
わ
せ
た
作
付
け
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
等
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
岡
地
域
は
豊

富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
こ
の

立
地
条
件
と
農
業
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全

体
の
持
続
・
発
展
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

│
さ
て
、
最
後
に
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て

い
ま
す
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

事
業
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
状
や
取
り
組
み
の
進
捗
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

私
が
入
省
し
た
頃
に
比
べ
る
と
品
質
確
保
の
観

点
等
か
ら
か
受
発
注
者
間
で
取
り
交
わ
す
書
類
、
立
会
等

が
複
雑
化
・
高
度
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
方
で
、

発
注
者
側
の
人
員
も
年
々
減
少
し
、
い
か
に
効
率
的
に
仕

事
を
行
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
各
種
の
改
善
通
知

が
整
備
さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
受
発
注
者
が
粛
々

と
業
務
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
場
で
個
々
の
案
件
毎

に
悩
む
必
要
が
な
い
た
め
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
遠
隔
臨
場
も
画
期

的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
し
て
、
使
っ
て
い
く

中
で
改
善
点
等
が
あ
れ
ば
上
げ
る
こ
と
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
施
工
期
間
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
遠
藤
所

長
か
ら
非
常
に
厳
し
い
工
期
設
定
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
場
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
最
善
の
策
と
な
る
よ

う
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
同
感
で
す
。
広
い
視
点
で
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
遠
藤
所
長
さ
ん
に
も
同
じ
質

問
に
な
り
ま
す
が
、「
働
き
方
改
革
」
の
現
状
や
課
題
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

私
達
施
工
業
者
に
と
っ
て
も
「
働
き
方
改
革
」
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
し
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の

で
あ
る
と
私
自
身
、
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
施
工
管
理
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

業
務
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う
に
業
務
改
善
や
創
意
工
夫

を
作
業
所
の
職
員
全
員
で
話
し
合
い
、「
働
き
方
改
革
」

へ
の
取
り
組
み
の
意
識
を
全
員
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
つ
く
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
働

き
方
改
革
」
は
、
作
業
所
だ
け
で
は
な
く
、
会
社
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
で
す
の
で
、
全
社
的
な
良
い
現

場
の
事
例
を
参
考
に
し
た
り
、
他
社
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
作
業
所
で
私
を
中
心
に
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ル
ド
掘
進
管
理
に
関
し
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
管
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
作
業
所
に
は
若
手
技
術
者
が
多
く
、
作
業
所
で
は
彼
ら

の
前
向
き
な
意
見
を
参
考
に
し
て
、
よ
り
技
術
的
で
効
率

的
に
業
務
を
こ
な
せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手

技
術
者
が
よ
り
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
着

実
に
進
捗
す
る
こ
と
、
ま
た
、
早
期
の
事
業
効
果
の
発
現

を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

PROFILE

佐
さ

々
さ

木
き

　俊
とし

幸
ゆき

 所長

北陸農政局
信濃川左岸流域農業水利事業所長

昭和37年秋田県生まれ。
昭和57年秋田県立農業短
期大学農業工学科を卒業後、
同年農林水産省に入省。
最上川中流地区採用の４月
早々、最上川から山形盆地
に抜く9kmの導水トンネ
ル全線を通水前に徒歩で点
検し、スケールの大きさに
驚いたのがスタート。その
後、東北管内の直轄事業所、
本局、農村振興局に勤務。
趣味は、休日にJAの直売
所で地元野菜を仕入れての
料理。

PROFILE

遠
えん

藤
どう

　建
たけ

史
し

 所長

㈱熊谷組北陸支店
信濃川左岸シールド作業所

昭和45年新潟県生まれ。
平成7年金沢大学を卒業後、
同年株式会社熊谷組に入社。
地元で建設会社を経営して
いた父親の影響で建設業
(土木系)の技術者の道を目
指す。名古屋市に妻子を残
しての単身赴任。趣味は野
球観戦。広島出身でカープ
ファン(カープ女子)の妻の
影響で家族で広島カープを
熱く応援している。
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円
滑
に
進
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
技
術
の
活
用
、
工
夫

を
し
て
き
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

当
作
業
所
は
元
請
職
員
が
一
二
名
、
協
力
業
者
は

入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
す
が
、
着
工
し
て
か
ら
四
〇
社
以

上
の
専
門
工
事
業
者
の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。　

　

コ
ロ
ナ
渦
で
の
現
場
運
営
で
は
、
現
場
入
場
者
全
員
へ

の
毎
日
の
検
温
の
実
施
、
消
毒
の
徹
底
、
現
場
事
務
所
で

の
間
仕
切
り
の
設
置
、
換
気
の
徹
底
等
の
各
種
感
染
防
止

対
策
を
確
実
に
実
施
し
て
、
現
在
感
染
者
ゼ
ロ
で
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
朝
礼
や

作
業
所
の
打
合
せ
、
当
社
本
社
や
支
店
の
関
係
者
を
招
い

て
の
会
議
や
検
討
会
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
三
密
を
回
避

す
る
よ
う
に
配
慮
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
も
多
用
し
、

現
場
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
は
、
元
請
職
員
同
士
、
元

請
職
員
と
協
力
業
者
、
協
力
業
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
も
重
要
で
あ
り
、
朝
礼
を
施
工
箇
所
ご
と
に
行
っ
た
り
、

日
々
の
打
合
せ
を
少
人
数
・
短
時
間
で
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。そ
の
際
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
「
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
」
を
導
入

し
、
打
合
せ
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
補
う

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
懇
親
会
や
慰
労
会
に
つ

い
て
は
、
社
内
の
ル
ー
ル
や
地
域
の
感
染
者
の
増
減
を
よ

く
把
握
し
、
少
人
数
か
つ
現
場
事
務
所
内
で
行
う
よ
う
に

し
て
、
感
染
防
止
対
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
両
立

で
き
る
よ
う
に
と
日
々
考
え
な
が
ら
、
今
ま
で
現
場
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

│
最
後
に
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
願

い
し
ま
す
。

遠
藤　

新
潟
県
内
で
当
工
事
の
よ
う
な
シ
ー
ル
ド
工
事
の

実
績
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
小
中

学
校
、
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
現
場
見
学
の
要
望
が
あ
り
、

シ
ー
ル
ド
発
進
前
の
シ
ー
ル
ド
機
の
見
学
会
や
シ
ー
ル
ド

坑
内
の
見
学
会
を
発
注
者
と
共
同
で
頻
繁
に
実
施
し
、
見

学
者
の
方
々
に
非
常
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
工
事

を
よ
り
高
い
品
質
で
よ
り
安
全
に
工
期
内
に
完
成
さ
せ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
関
係
者
の
方
々
に
工
事

に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
私
達
施
工

業
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
や
り
が
い
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
と
接
す
る
に
つ
れ
て
農

業
用
水
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
当
工
事
が
農
業
者
や

地
域
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
に
大
事
な
も
の
か

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い
工
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
無
事
に
工
事
を
完
成
さ
せ
、
少
し
で
も
地

域
農
業
の
発
展
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
竣
工
に
向
け
て
、
発
注
者
と
受
注
者
が
一
体
と
な

り
、
円
滑
に
工
事
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
発
注
者
の
方
々
に
は
、
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
利
シ
ス
テ
ム
の
再
編
を
更
な
る
生
産
性

及
び
作
物
選
択
自
由
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る

│
所
長
さ
ん
が
新
潟
県
の
ご
出
身
と
は
、
地
元
の
関
係

者
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一
で
工

事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事
の
完

成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

で
は
、
次
の
話
題
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
日
、
こ
ち
ら
の
国
営
事
業
所
で
発
行
さ
れ
て
い
る

「
三
古
の
水
だ
よ
り
」
を
拝
見
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、シ
リ
ー

ズ
で
受
益
者
の
農
業
経
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
受
益
地
内
の
農
業
経

営
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
と
拝
察
し
て
い
ま
す
。

地
元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
、
こ
の
国
営
事
業
を
契
機
と

し
た
将
来
像
を
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

本
事
業
の
水
利
再
編
に
よ
り
、
水
管
理
労
力
の

軽
減
、
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ
生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
で
は
大
規
模
園
芸
産
地
の
増
大

に
取
組
ん
で
お
り
、
本
地
域
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
あ
る
米
と
園
芸
の
両
建
て
を
目
指
し
、
地
方
財
政
も
考

慮
し
た
計
画
的
な
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
生
産
性
及
び
作
物
選
択
自
由
度
の
向
上
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
事
業
制
度
の
中
で
農
地
集
積
と
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高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が
誘
導
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
す
る
と
と
も
に
地
域

に
合
っ
た
現
実
的
な
営
農
計
画
の
策
定
と
実
践
、
工
事
進

捗
に
合
わ
せ
た
作
付
け
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
等
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
岡
地
域
は
豊

富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
こ
の

立
地
条
件
と
農
業
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全

体
の
持
続
・
発
展
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

│
さ
て
、
最
後
に
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て

い
ま
す
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

事
業
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
状
や
取
り
組
み
の
進
捗
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
々
木　

私
が
入
省
し
た
頃
に
比
べ
る
と
品
質
確
保
の
観

点
等
か
ら
か
受
発
注
者
間
で
取
り
交
わ
す
書
類
、
立
会
等

が
複
雑
化
・
高
度
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
方
で
、

発
注
者
側
の
人
員
も
年
々
減
少
し
、
い
か
に
効
率
的
に
仕

事
を
行
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
共
通
の
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
各
種
の
改
善
通
知

が
整
備
さ
れ
、
こ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
受
発
注
者
が
粛
々

と
業
務
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
場
で
個
々
の
案
件
毎

に
悩
む
必
要
が
な
い
た
め
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
遠
隔
臨
場
も
画
期

的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
し
て
、
使
っ
て
い
く

中
で
改
善
点
等
が
あ
れ
ば
上
げ
る
こ
と
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
施
工
期
間
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
遠
藤
所

長
か
ら
非
常
に
厳
し
い
工
期
設
定
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
場
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
最
善
の
策
と
な
る
よ

う
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
同
感
で
す
。
広
い
視
点
で
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
遠
藤
所
長
さ
ん
に
も
同
じ
質

問
に
な
り
ま
す
が
、「
働
き
方
改
革
」
の
現
状
や
課
題
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤　

私
達
施
工
業
者
に
と
っ
て
も
「
働
き
方
改
革
」
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
し
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の

で
あ
る
と
私
自
身
、
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
施
工
管
理
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

業
務
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う
に
業
務
改
善
や
創
意
工
夫

を
作
業
所
の
職
員
全
員
で
話
し
合
い
、「
働
き
方
改
革
」

へ
の
取
り
組
み
の
意
識
を
全
員
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
つ
く
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
働

き
方
改
革
」
は
、
作
業
所
だ
け
で
は
な
く
、
会
社
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
で
す
の
で
、
全
社
的
な
良
い
現

場
の
事
例
を
参
考
に
し
た
り
、
他
社
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
作
業
所
で
私
を
中
心
に
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ル
ド
掘
進
管
理
に
関
し
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
管
理
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
作
業
所
に
は
若
手
技
術
者
が
多
く
、
作
業
所
で
は
彼
ら

の
前
向
き
な
意
見
を
参
考
に
し
て
、
よ
り
技
術
的
で
効
率

的
に
業
務
を
こ
な
せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手

技
術
者
が
よ
り
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
着

実
に
進
捗
す
る
こ
と
、
ま
た
、
早
期
の
事
業
効
果
の
発
現

を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

PROFILE

佐
さ

々
さ

木
き

　俊
とし

幸
ゆき

 所長

北陸農政局
信濃川左岸流域農業水利事業所長

昭和37年秋田県生まれ。
昭和57年秋田県立農業短
期大学農業工学科を卒業後、
同年農林水産省に入省。
最上川中流地区採用の４月
早々、最上川から山形盆地
に抜く9kmの導水トンネ
ル全線を通水前に徒歩で点
検し、スケールの大きさに
驚いたのがスタート。その
後、東北管内の直轄事業所、
本局、農村振興局に勤務。
趣味は、休日にJAの直売
所で地元野菜を仕入れての
料理。

PROFILE

遠
えん

藤
どう

　建
たけ

史
し

 所長

㈱熊谷組北陸支店
信濃川左岸シールド作業所

昭和45年新潟県生まれ。
平成7年金沢大学を卒業後、
同年株式会社熊谷組に入社。
地元で建設会社を経営して
いた父親の影響で建設業
(土木系)の技術者の道を目
指す。名古屋市に妻子を残
しての単身赴任。趣味は野
球観戦。広島出身でカープ
ファン(カープ女子)の妻の
影響で家族で広島カープを
熱く応援している。
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